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ふるさと石部学遠足

おまわりさんたち いっしょにきてくれてありがとう これからもよろしくおねがいします５月２９日は晴天でとても暑い日。６月５日は雨。両日とも、遠足日和のさわやかな一日ではありませんでしたが、学校応援団の方々・警察の方々・いしべ夢まちづくり委員会の方々のお力をお借り出来たことで、石部小学校創立１３５年目にして初めての取り組みを実施することが出来ました。教職員だけでは、実施できない取り組みでした。感謝申し上げます。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。



＜出発式＞子どもたちには、「石部の町を好きになってもらいたいから、１３５年目にして初めての遠足を実施する」と話しました。前には、子ども安全リーダーの皆さん・甲賀警察署の皆さん・一緒に歩いてくださる保護者の皆さんが並んでくださっています。一緒に歩いてくださって、大助かりでした。
＜見守り＞

道にはパトカーが走り、青パトも走り、横断歩道では、子ども安全リーダーの方や警察官の方や見守りボランティアの方が、安全確保をしてくださいました。 特に、雨の日の横断で安全確保をしてくださったことは、本当に心強いことでした。１年生には、雨宿りのために、中清水町の集会所を提供してくださいました。「集会所や松籟会館を貸し「集会所や松籟会館を貸し「集会所や松籟会館を貸し「集会所や松籟会館を貸して いただけて、心も体も温て いただけて、心も体も温て いただけて、心も体も温て いただけて、心も体も温まりまりまりまりました。」ました。」ました。」ました。」とは、引率した１年生担任の感謝の感想。本当にお世話になりました。
＜勉強も＞ 「いしべ夢まちづくり委員会」の方々のご協力により、４年生以上の子どもたちは、長寿寺・常楽寺・紫雲の滝・雨山石部の宿で、竹内利夫さんから歴史のお話をお聞きしました。遠足の作文に「晴れの遠足よりも、雨の遠足の方が、がんばった！ やりきった！ という思いが大きかったと思います。」と書いた子どもがいます。見守りボランティアの方や警察の方などへの感謝の気持ちを、日記に綴ってきた子どもに、「この感謝の気持ちを自然と持てるのは、○○さんのすば「この感謝の気持ちを自然と持てるのは、○○さんのすば「この感謝の気持ちを自然と持てるのは、○○さんのすば「この感謝の気持ちを自然と持てるのは、○○さんのすばらしい長所です。たくさんの人に支えられて遠足が無事終わったんだよね。石部には古くから伝わるすらしい長所です。たくさんの人に支えられて遠足が無事終わったんだよね。石部には古くから伝わるすらしい長所です。たくさんの人に支えられて遠足が無事終わったんだよね。石部には古くから伝わるすらしい長所です。たくさんの人に支えられて遠足が無事終わったんだよね。石部には古くから伝わるすばらしい歴史があるんだね。」ばらしい歴史があるんだね。」ばらしい歴史があるんだね。」ばらしい歴史があるんだね。」 とコメントした教師がいます。①暑いからといって昼までに水筒のお茶を全部飲んでしまう ②雨が降りそうなのに「持ち物に書いていない」との理由で雨具を持ってこないなど、見通す力に課題が見つかりましたが、子どもも教師も石部の町や石部の人が好きになった「ふるさと石部学遠足」でした。


